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和文抄録

特発性脆痘の経過中に発生した念性播種性脳脊髄炎の 1例
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星 野列

49才の男子．特発性脱1置の治療のため，頚動脈盤劉 中阪神経系の脱髄性疾患の原因としてアレルギーが

出並に腹部交感神経節切除を受けて入院中，突然に失 重視され，一方，特発性脱直の原因としてもアレルギ

明，左顔面神経下枝麻湾，程度の甲道下困難，第四胸髄 ーが関心を持たれて居る．此の点から言って，両疾患

官官以下の脊髄横断症状を発し，約3ヶ月後に各症状と の合併は興味あるものと考えられる．

も可成りの程度迄回復して退院した．
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